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(54)【発明の名称】 光源装置

(57)【要約】
【課題】本発明は、ボールネジのガタつきや筐体移動時
に振動が加わっても、位置ずれを起こさず、常に適正な
位置に保持することができる光源装置を提供することを
最も主要な特徴とする。
【解決手段】ランプ取付部材１３が設定位置に移動され
た状態で、弾性エネルギーを蓄えている弾性部材１７ａ
または１７ｂによってランプ取付部材１３の位置を保持
する位置保持機構を設けたものである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の光学部品が取付けられる光学部品
取付部材と、
前記光学部品のいずれかを点灯位置に移動させる方向に
前記光学部品取付部材を移動させるアクチュエータと、
前記光学部品取付部材の位置を検出し、前記アクチュエ
ータを制動させる信号を発生する位置検出素子と、
前記光学部品取付部材の停止位置を決定する位置決め部
とを備え、
前記点灯位置に移動させる前記光学部品の切換え時に、
前記光学部品取付部材を予め設定された設定位置へ移動
させる移動機構を有する光源装置において、
前記光学部品取付部材が前記設定位置に移動された状態
で、弾性エネルギーを蓄えている弾性部材によって前記
光学部品取付部材の位置を保持する位置保持機構を設け
たことを特徴とする光源装置。
【請求項２】  前記移動機構が、ボールネジと、それと
螺合し前記光学部品取付部材に動力を伝達する動力伝達
部材を備えた直動機構を成し、
前記動力伝達部材と前記光学部品取付部材との間に、前
記動力伝達部材に嵌挿され、前記光学部品取付部材とは
独立して移動可能な部材と、前記光学部品取付部材とに
挟持されるように前記弾性部材を配置したことを特徴と
する前記請求項１に記載の光源装置。
【請求項３】  前記移動機構が、ボールネジと、それと
螺合し前記光学部品取付部材に動力を伝達する動力伝達
部材と、軸受けを備えた直動機構を成し、
前記弾性部材が前記軸受けの両端を挟み、前記ボールネ
ジの一端は前記軸受けに挿通して配置され、アクチュエ
ータと前記ボールネジが連動して前記ボールネジの軸方
向に移動可能に構成されたことを特徴とする前記請求項
１に記載の光源装置。
【請求項４】  前記アクチュエータがスライドするとそ
の動作に連動して動作する連動部材が設けられ、前記連
動部材によって、前記位置検出素子が操作される位置に
前記位置検出素子を配置したことを特徴とする前記請求
項３に記載の光源装置。
【請求項５】  前記直動機構は、ボールネジと、それと
螺合し前記光学部品取付部材に動力を伝達する動力伝達
部材と、前記動力伝達部材に嵌挿される嵌挿部材を有
し、
前記動力伝達部材は回転方向に突起が設けられ、前記嵌
挿部材のそれに対応する個所に突起を設け、アクチュエ
ータが始動直後に前記動力伝達部材が前記ボールネジと
共に回転し、前記嵌挿部材の突起に衝突するようにした
ことを特徴とする前記請求項２～４のいずれかに記載の
光源装置。
【請求項６】  前記アクチュエータに固定され回動可能
な回転部材と、前記回転部材の回転方向に沿って取り付
けられた弾性部材とを有し、前記光学部品取付部材は前*
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*記弾性部材と内接するように配置されたことを特徴とす
る前記請求項１に記載の光源装置。
【請求項７】  複数の光学部品と、前記光学部品を設置
し、アクチュエータを動力として移動可能な光学部品取
付部材と、前記光学部品取付部材の位置を検出しアクチ
ュエータを制動する信号を発生する位置検出素子と、前
記光学部品取付部材の停止位置を決定する位置決め部を
備え、前記光学部品取付部材があらかじめ規定された位
置へ移動可能な機構を有する光源装置において、
前記光学部品取付部材が前記位置決め部に接触する前に
は前記位置検出素子が前記アクチュエータを制動する信
号を発生しない位置に前記位置検出素子を配置したこと
を特徴とする光源装置。
【請求項８】  複数の光学部品と、前記光学部品を設置
した光学部品取付部材とを、アクチュエータを動力とし
て移動可能な移動機構を有し、前記複数の光学部品のう
ち位置検出素子により認識された光学部品を使用する機
能を備えた光源装置において、
前記位置検出素子による認識に失敗した場合は、あらか
じめ定められた光学部品を使用するように前記移動機構
を動作させる制御手段を設けたことを特徴とする光源装
置。
【請求項９】  反射鏡と前記反射鏡の開口端面に突起部
を有するランプを備え、前記ランプは光学部品取付部材
の面に沿ってスライドさせながら着脱を行う構造を有す
る光源装置において、
前記光学部品取付部材に前記ランプ突起部に対応した凹
部を前記ランプの着脱方向に沿って設けたことを特徴と
する光源装置。
【請求項１０】  内視鏡が挿入される開口部を有した正
面パネルと、
前記正面パネルと締結され、内視鏡が接続可能なコネク
タと対応する部分に開口が形成されている板金とを有
し、
前記板金がシャーシに締結される構造を持つ光源装置に
おいて、
前記正面パネルの開口部に遮光板を設けたことを特徴と
する光源装置。
【請求項１１】  複数のランプと、前記ランプに接続さ
れ、選択的に電力を供給する切替え回路と、電源と、低
電力で動作する電気回路とを備えた光源装置において、
前記切替え回路は前記電源内に設けられ、前記電気回路
が組まれた基板を介さずに前記ランプに接続されている
ことを特徴とする光源装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、例えば内視鏡の照
明光を供給する光源装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】一般に、医療分野において、体腔内に細
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長の挿入部を挿入することにより、体腔内の臓器を観察
したり、必要に応じて処置具チャンネル内に挿入した処
置具を用いて、各種治療や処置のできる内視鏡が広く用
いられている。また、工業分野においても、ボイラー、
タービン、エンジン、化学プラントなどの内部の傷や腐
蝕を観察したり、検査することのできる工業用内視鏡が
広く利用されている。そして、これらの内視鏡を用いて
検査・観察を行う際には、内視鏡の他に周辺装置として
制御装置、光源装置、モニタなどが必要である。
【０００３】また、内視鏡は、照明光伝送手段としてフ
ァイババンドルからなるライトガイドを有し、照明光を
供給する光源装置にこのライトガイドを接続して用いら
れる。この光源装置は照明手段として、キセノンラン
プ、メタルハライドランプおよびハロゲンランプが主に
用いられている。そして、これらランプの光をレンズで
集光し、また用途に応じたフィルターを介して内視鏡の
ライトガイドに供給するようになっている。
【０００４】ところで、ランプが使用中に切れてしまう
と内視鏡の観察や処置を継続することが不可能となり、
またレンズおよびフィルターは目的に応じて異なり、目
的に応じたものでないと、十分な観察ができない。その
為、従来の光源装置では、１台の光源装置内に複数のラ
ンプやレンズを搭載し、自動あるいは半自動でランプや
レンズを切り替える構造が一般的である。その機構は、
次の構成のものが従来から知られている。
【０００５】（従来技術１）実開昭６３－２６８３５号
公報および特開平３－２６７９０８号公報に示されてい
るように、ランプやレンズを組み込んだ光学部品ユニッ
トをボールネジによる直動で移動させ、マイクロスイッ
チの信号を検出してモータを停止させることでランプや
レンズを切り替える構成になっている。
【０００６】（従来技術２）特開平９－１０１７４号公
報および実公昭５３－１５３１７号公報に示されている
ように、回転板に複数のランプを搭載し、モータにより
回転板を回転させることでランプを切り替える構成にな
っている。
【０００７】このようにランプやレンズを切り替えるこ
とで、内視鏡観察や、処置を継続することが可能であ
り、完了した後、例えば点灯しなくなったランプは交換
することになる。
【０００８】また、メタルハライドランプやハロゲンラ
ンプには反射鏡と一体になったものがある。これらのラ
ンプの取付構造には、次の構成のものが従来から知られ
ている。
【０００９】（従来技術３）図２５に示されているよう
に、ランプ取付け部材ａに複数のランプ保持部ｂが配設
され、各ランプ保持部ｂに２つ１組の弾性部材ｃでラン
プｄを押え込む構成になっている。この場合には一動作
でランプｄを各ランプ保持部ｂに取り付けることが可能
である。
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【００１０】また、ランプ交換後、再度、内視鏡の観察
や処置を行う為、筐体に電源を供給すると何れかのラン
プが点灯する。このとき点灯するランプを制御する技術
として次の構成のものが従来から知られている。
【００１１】（従来技術４）特許第２６６５７４３号公
報に示されているように、前回使用していたランプを記
憶部に記憶させ、そのランプを点灯させる構成にしたも
の。
【００１２】（従来技術５）マイクロスイッチなど位置
検出素子の信号を読みとり、その信号に対応したランプ
を点灯させる構成にしたもの。
【００１３】また、ランプ光の一部は内視鏡のライトガ
イドに入射されずに、光源装置の正面パネルに投影され
る。その結果、光源装置の正面パネルの内視鏡接続部周
辺部が光り、美観が損なわれてしまう。この現象を回避
する為の従来の技術としては、次の構成のものが知られ
ている。
【００１４】（従来技術６）正面パネルの裏側を黒く塗
装する方法がとられている。
【００１５】また、観察の途中で内視鏡の対物レンズに
汚れが付着し、視界が確保できないことがある。ここ
で、光源装置には内視鏡の対物レンズの洗浄の為に、送
気・送水用ポンプが搭載されている。そして、光源装置
の正面パネルに設けられたコントロールパネルを操作し
て、送気・送水用ポンプのＯＮ／ＯＦＦあるいは強弱が
制御される。
【００１６】さらに、内視鏡の対物レンズと対象物との
間の距離によって照明光の光量の過不足が起こるが、光
源装置には絞り機構が設けられており、コントロールパ
ネルを操作することで、照明光の光量を調整できるよう
にもなっている。このような操作を実現する為に、光源
装置には電気回路が搭載されている。そして、一般的に
は、次の構成のものが従来から知られている。
【００１７】（従来技術７）ランプの点灯回路等、大電
流を要するものとそうでないものが同じ基板上に配置さ
れている。
【００１８】
【発明が解決しようとする課題】まず、従来技術１で
は、ボールネジのバックラッシュによりランプが適正位
置よりずれてしまう可能性がある。また、構造上、マイ
クロスイッチは移動台が固定ブロックに突き当たる前に
ＯＮするので、実際にランプが適正位置にセットされて
いるかどうか正確には認識できない。そのため、ランプ
が適正位置にセットされていない場合があり、このよう
な場合には十分な光量を内視鏡に供給できない可能性が
ある。また、移動部がボールネジとの螺合部でボールネ
ジに食い込み、動作できなくなる場合もある。
【００１９】また、従来技術２では、直流モータが保持
機能を有しない為に、装置を移動する際の振動などによ
り、ランプが適正位置よりずれてしまう場合がある。こ
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の場合には、適切な照明光を内視鏡に供給できない可能
性がある。さらに、回転板を回転させるモータとしてス
テッピングモータを使用している為、高価になってしま
う問題がある。
【００２０】また、従来技術３では、ランプ反射鏡の開
口部端面に設けてある突起が、ランプを取り付ける板金
に干渉して割れないようにしながらランプを取り付ける
必要がある為、取付動作が煩雑になる。そのため、ラン
プの着脱作業が面倒なものとなる問題がある。
【００２１】また、従来技術４では、記憶部が前回使用
していたランプのデータを記憶するのに失敗した場合、
再び筐体に電源を供給してもランプを点灯することがで
きない問題がある。
【００２２】また、従来技術５では、点灯するランプが
切り替わる際、どのマイクロスイッチもＯＮされていな
い状態が存在する。そのため、その状態で光源装置の筐
体の電源を遮断し、再投入してもランプを点灯すること
ができない問題がある。
【００２３】また、従来技術６では、正面パネルの裏側
を黒く塗装する際、パネル正面およびネジ部等、塗装禁
止部分をマスキングする必要がある。そのため、コスト
高になる問題がある。
【００２４】また、従来技術７では、大電流を要する回
路はノイズを発生しやすく、また電流をそれほど必要と
しない回路はノイズの影響を受けやすい。その両者が同
じ基板上に存在する為に、ノイズ対策を施す必要があ
り、コスト高となる問題がある。
【００２５】本発明は上記事情に着目してなされたもの
で、請求項１～３および請求項６の目的は、ボールネジ
のガタつきや筐体移動時に振動が加わっても、位置ずれ
を起こさず、常に適正な位置に保持することができる光
源装置を提供することにある。
【００２６】前記請求項４および請求項７の目的は、ラ
ンプが確実に適正位置にあることを認識できる光源装置
を提供することにある。
【００２７】前記請求項５の目的は、ボールネジに食い
込んでもそれを解除できる光源装置を提供することにあ
る。
【００２８】前記請求項８の目的は、切換動作において
不測の事態がおきても、確実にランプを点灯させること
ができる光源装置を提供することにある。
【００２９】前記請求項９の目的は、ランプ着脱の際、
ランプ反射鏡の突起が干渉せず、容易にランプを着脱で
きる光源装置を提供することにある。
【００３０】前記請求項１０の目的は、安価な構造で正
面パネルヘの光の透過を防ぐことができる光源装置を提
供することにある。
【００３１】前記請求項１１の目的は、低コストでノイ
ズによる影響を少なくすることができる光源装置を提供
することにある。
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【００３２】
【課題を解決するための手段】請求項１の発明は、複数
の光学部品が取付けられる光学部品取付部材と、前記光
学部品のいずれかを点灯位置に移動させる方向に前記光
学部品取付部材を移動させるアクチュエータと、前記光
学部品取付部材の位置を検出し、前記アクチュエータを
制動させる信号を発生する位置検出素子と、前記光学部
品取付部材の停止位置を決定する位置決め部とを備え、
前記点灯位置に移動させる前記光学部品の切換え時に、
前記光学部品取付部材を予め設定された設定位置へ移動
させる移動機構を有する光源装置において、前記光学部
品取付部材が前記設定位置に移動された状態で、弾性エ
ネルギーを蓄えている弾性部材によって前記光学部品取
付部材の位置を保持する位置保持機構を設けたことを特
徴とする光源装置である。
【００３３】請求項２の発明は、前記移動機構が、ボー
ルネジと、それと螺合し前記光学部品取付部材に動力を
伝達する動力伝達部材を備えた直動機構を成し、前記動
力伝達部材と前記光学部品取付部材との間に、前記動力
伝達部材に嵌挿され、前記光学部品取付部材とは独立し
て移動可能な部材と、前記光学部品取付部材とに挟持さ
れるように前記弾性部材を配置したことを特徴とする前
記請求項１に記載の光源装置である。
【００３４】請求項３の発明は、前記移動機構が、ボー
ルネジと、それと螺合し前記光学部品取付部材に動力を
伝達する動力伝達部材と、軸受けを備えた直動機構を成
し、前記弾性部材が前記軸受けの両端を挟み、前記ボー
ルネジの一端は前記軸受けに挿通して配置され、アクチ
ュエータと前記ボールネジが連動して前記ボールネジの
軸方向に移動可能に構成されたことを特徴とする前記請
求項１に記載の光源装置である。
【００３５】請求項４の発明は、前記アクチュエータが
スライドするとその動作に連動して動作する連動部材が
設けられ、前記連動部材によって、前記位置検出素子が
操作される位置に前記位置検出素子を配置したことを特
徴とする前記請求項３に記載の光源装置である。
【００３６】請求項５の発明は、前記直動機構は、ボー
ルネジと、それと螺合し前記光学部品取付部材に動力を
伝達する動力伝達部材と、前記動力伝達部材に嵌挿され
る嵌挿部材を有し、前記動力伝達部材は回転方向に突起
が設けられ、前記嵌挿部材のそれに対応する個所に突起
を設け、アクチュエータが始動直後に前記動力伝達部材
が前記ボールネジと共に回転し、前記嵌挿部材の突起に
衝突するようにしたことを特徴とする前記請求項２～４
のいずれかに記載の光源装置である。
【００３７】請求項６の発明は、前記アクチュエータに
固定され回動可能な回転部材と、前記回転部材の回転方
向に沿って取り付けられた弾性部材とを有し、前記光学
部品取付部材は前記弾性部材と内接するように配置され
たことを特徴とする前記請求項１に記載の光源装置であ
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7
る。
【００３８】請求項７の発明は、複数の光学部品と、前
記光学部品を設置し、アクチュエータを動力として移動
可能な光学部品取付部材と、前記光学部品取付部材の位
置を検出しアクチュエータを制動する信号を発生する位
置検出素子と、前記光学部品取付部材の停止位置を決定
する位置決め部を備え、前記光学部品取付部材があらか
じめ規定された位置へ移動可能な機構を有する光源装置
において、前記光学部品取付部材が前記位置決め部に接
触する前には前記位置検出素子が前記アクチュエータを
制動する信号を発生しない位置に前記位置検出素子を配
置したことを特徴とする光源装置である。
【００３９】請求項８の発明は、複数の光学部品と、前
記光学部品を設置した光学部品取付部材とを、アクチュ
エータを動力として移動可能な移動機構を有し、前記複
数の光学部品のうち位置検出素子により認識された光学
部品を使用する機能を備えた光源装置において、前記位
置検出素子による認識に失敗した場合は、あらかじめ定
められた光学部品を使用するように前記移動機構を動作
させる制御手段を設けたことを特徴とする光源装置であ
る。
【００４０】請求項９の発明は、反射鏡と前記反射鏡の
開口端面に突起部を有するランプを備え、前記ランプは
光学部品取付部材の面に沿ってスライドさせながら着脱
を行う構造を有する光源装置において、前記光学部品取
付部材に前記ランプ突起部に対応した凹部を前記ランプ
の着脱方向に沿って設けたことを特徴とする光源装置で
ある。
【００４１】請求項１０の発明は、内視鏡が挿入される
開口部を有した正面パネルと、前記正面パネルと締結さ
れ、内視鏡が接続可能なコネクタと対応する部分に開口
が形成されている板金とを有し、前記板金がシャーシに
締結される構造を持つ光源装置において、前記正面パネ
ルの開口部に遮光板を設けたことを特徴とする光源装置
である。
【００４２】請求項１１の発明は、複数のランプと、前
記ランプに接続され、選択的に電力を供給する切替え回
路と、電源と、低電力で動作する電気回路とを備えた光
源装置において、前記切替え回路は前記電源内に設けら
れ、前記電気回路が組まれた基板を介さずに前記ランプ
に接続されていることを特徴とする光源装置である。そ
して、請求項１～３および請求項６の発明では、ランプ
やフィルター等を切り替える際、弾性部材を圧縮し、弾
性エネルギーを蓄えることで、ガタや輸送時の振動によ
る位置ずれを生じることがなく、常に規定位置に保持で
きることである。
【００４３】請求項４および請求項７の発明では、移動
部が位置決め部に突き当たり、規定位置まで移動した後
に、位置検出素子がＯＮされるように配置することで、
位置検出素子がＯＮしていれば、移動部は確実に規定の
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位置にあることになり、筐体に電源を投入する際に、移
動部の位置を再確認するような動作を行なう必要がな
く、筐体起動時の制御が容易になることである。
【００４４】請求項５の発明では、動作する際、ボール
ネジと螺合する動力伝達部材が、移動台に回転方向から
高速で突き当たることで、食い込みを解除することがで
きることである。
【００４５】請求項８の発明では、使用するランプ等の
部品に優先順位を持たせ、位置検出素子がＯＮされてい
ない場合でも、あらかじめ定められた部品を使用するよ
うに切り替わることにより、不測の事態に対応できるこ
とである。
【００４６】請求項９の発明では、ランプを取り付ける
部材に、ランプ反射鏡の突起部に対応した凹部を設ける
ことにより、ランプを破損することなく容易に着脱でき
ることである。
【００４７】請求項１０の発明では、正面パネルのスコ
ープ取付コネクターに対応する開口部に遮光板を組付け
ることにより、安価な構造で不要なランプ光が筐体の外
に漏れないようにできることである。
【００４８】請求項１１の発明では、ランプ点灯切換回
路を電源内に備え、制御基板に大電流が流れるものを排
除することにより、制御基板上のノイズに敏感な回路へ
の影響を最小限に抑えることができることである。
【００４９】
【発明の実施の形態】以下、本発明の第１の実施の形態
を図１乃至図１３（Ａ）～（Ｃ）を参照して説明する。
図１は本実施の形態の光源装置１を組み込んだ内視鏡シ
ステム全体の概略構成を示すものである。図１中で、２
は内視鏡、３は例えばカメラコントロールユニット（Ｃ
ＣＵ）などの周辺装置である。この内視鏡システムは、
光源装置１と、内視鏡２と、周辺装置３と、内視鏡２お
よび光源装置１からの信号を周辺装置３に伝送する信号
伝送ケーブル４より構成されている。
【００５０】また、図２および図３は本実施の形態の光
源装置１の内部構成を示すもので、５は光源装置１のシ
ャーシ、６はカバー、７は正面パネル、８はリアパネル
である。そして、これらの光源装置１のシャーシ５、カ
バー６、正面パネル７、リアパネル８によって光源装置
１のケース（筐体）が形成されている。
【００５１】さらに、光源装置１の内部には図４に示す
ランプ切替え機構９が組み込まれている。このランプ切
替え機構９の移動部は、側面が略Ｚ字形状を成すベース
１１に固定されたスライドレール１２と、ランプ取付部
材（光学部品取付部材）１３と、固定部材１６と、２つ
の弾性部材１７ａ，１７ｂと、移動台１８と、２つの移
動台支持部材２１とで構成されている。そして、ベース
１１にスライドレール１２を介してランプ取付部材１３
が取り付けられている。
【００５２】また、ベース１１にはランプ取付部材１３
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9
の移動方向と平行に端面を曲げ起こした２つの位置決め
部１４ａ，１４ｂが形成されている。ランプ取付部材１
３の底面には上方に雄ネジ１５が突出されている。ここ
で、メッキ処理された固定部材１６には雄ネジ１５に対
応する個所に略Ｕ字状の切り欠きがそれぞれ設けられて
いる。そして、これらのＵ字状の切り欠きから突出され
る雄ネジ１５に螺着されて固定されるナットによって固
定部材１６がランプ取付部材１３の底面に締結されてい
る。なお、ランプ取付部材１３と固定部材１６は一部品
で構成されていてもよい。
【００５３】また、固定部材１６は略Ｕ字形状に形成さ
れている。そして、この固定部材１６のＵ字形状の一方
の側面には２つの移動台支持部材２１に対応した２つの
挿通穴２２が設けられている。さらに、この固定部材１
６のＵ字形状の他方の側面には２つの挿通穴２２と離間
対向する位置に雌ネジ２３が設けられている。
【００５４】また、移動台支持部材２１の一端には固定
部材１６の雌ネジ２３に対応した雄ネジ２１ａが設けら
れている。そして、これらを締結することにより、２つ
の移動台支持部材２１が固定部材１６に平行に配置され
た状態で取り付けられている。なお、移動台支持部材２
１は両端に止め輪を組付けることで、固定部材１６に固
定されていてもよい。
【００５５】また、固定部材１６のＵ字形状の間には２
つの移動台支持部材２１に沿って移動する図１０
（Ａ），（Ｂ）に示す移動台１８が配置されている。こ
の移動台１８には図１０（Ｂ）に示すように穴部１９と
略すり鉢状の切り欠き部２０とが設けられている。そし
て、２つの移動台支持部材２１はこの移動台１８の穴部
１９と略すり鉢状の切り欠き部２０とに通され、移動台
１８は２つの移動台支持部材２１に沿って移動可能に支
持されている。この時、移動台支持部材２１は、移動台
１８の穴部１９と線もしくは両端の２点で支持され、移
動台支持部材２１は略すり鉢状の切り欠き部２０に１点
で支持されている。
【００５６】また、一方の移動台支持部材２１には図６
に示すように移動台１８の両側にコイルばね状の弾性部
材１７ａ，１７ｂがそれぞれ配置されている。そして、
固定部材１６のＵ字形状の間にこれらの弾性部材１７
ａ，１７ｂを介して移動台１８を挟み、移動部が移動す
る際に生じる摩擦抵抗等の諸々の力より大きな反力を生
じる長さまで圧縮された状態で置かれるようになってい
る。
【００５７】また、ランプ切替え機構９の動力部は、モ
ータ２６と、モータ取付部材２５と、継手２８と、ボー
ルネジ２９と、軸受け３１と、軸受け取付部材３０と、
動力伝達部材３５とで構成されている。ここで、図４に
示すように略Ｌ字形状のモータ取付部材２５に締結され
ているモータ２６の軸２７は継手２８を介してボールネ
ジ２９と連結されている。
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【００５８】また、ボールネジ２９の他端は、略コの字
形状をした軸受け取付部材３０に圧入された軸受け３１
に挿入されている。さらに、軸受け３１は止め輪３２と
ナット３３で挟み込んで固定されている。
【００５９】また、ボールネジ２９には、図４に示すよ
うに突起３４を持ったリング状の動力伝達部材３５が螺
合されている。なお、図１０（Ｂ）に示すように、移動
台１８の内部空間には動力伝達部材３５の突起３４に対
応する突起部３６が設けられている。さらに、移動台１
８の側面にはＵ字状の切り欠き部３７が形成されてい
る。そして、ランプ切替え機構９の動力部は、移動台１
８に設けられた空間に動力伝達部材３５が入り込む状態
に設置され、モータ取付部材２５と軸受け取付部材３０
とがベース１１と締結されている。
【００６０】また、移動台１８の下部には上矢視が略台
形の台形形状部３８が設けられている。さらに、ベース
１１の上には移動台１８の台形形状部３８に接離可能に
当接して移動台１８の位置を検出する２つの位置検出素
子３９ａ，３９ｂが固定されている。これらの位置検出
素子３９ａ，３９ｂはランプ取付部材１３の端面４０
ａ，４０ｂが、ベース１１の位置決め部１４ａ，１４ｂ
に突き当たる前にはＯＮされない位置に配置されてい
る。
【００６１】また、図７および図８に示すように、予備
ランプを含めた複数、本実施の形態では２つのランプ４
１ａ，４１ｂが、弾性体である１組のランプ固定部材４
２により着脱可能に固定されている。また、図９に示す
ように、各ランプ４１ａ，４１ｂの反射鏡開口部端面に
は突起部４３が設けられている。さらに、ランプ取付部
材１３の上部には、各ランプ４１ａ，４１ｂの反射鏡の
突起部４３より幅および飛び出し量が大きな係合凹部４
４が、ランプ光が出射される方向に形成されている。
【００６２】一方、図５および図７に示すように、ラン
プ取付部材１３の前面には、光軸上にフィルター４５
と、レンズ４６と、絞り４７と、内視鏡取付コネクター
４８とが順次配置されている。板金４９を介して正面パ
ネル７が固定されている。板金４９には内視鏡取付コネ
クター４８の外形より大きな穴が設けられ、正面パネル
７には内視鏡取付コネクター４８に対応する部分に遮光
板５０が固定されている。
【００６３】また、正面パネル７には図示しない操作ス
イッチが設けられており、これらのケーブルは低電力な
回路で構成された制御基板６６に接続されている。この
制御基板６６にはモータ２６および位置検出素子３９
ａ，３９ｂも接続され、ランプ取付部材１３の移動を制
御している。また、その移動方向に対しては優先順位を
持っている。
【００６４】また、図８に示すように、ランプ切替え機
構９の動力部と位置検出素子３９ａ，３９ｂとはベース
１１と締結されたケース５２に覆われている。そして、
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11
ランプケーブル５３は各々のランプ４１ａ，４１ｂの移
動範囲の中心線上でケース５２に固定されている。さら
に、ランプケーブル５３の他端はランプ点灯切換回路を
備えた図２に示す電源６５に接続されている。この電源
６５にはランプ４１ａ，４１ｂの断線状態を検知するた
めの信号を低電力で発生する回路が設けられており、そ
の信号ケーブルは制御基板６６に接続されている。
【００６５】また、本実施の形態の光源装置１ではラン
プ４１ａ，４１ｂは前述したランプ切替え機構９を介し
てシャーシ５に設置されている。さらに、図３に示すよ
うにランプ４１ａ，４１ｂの上方には内視鏡取付コネク
ター４８に照明光を供給する開口窓を設けた断面形状が
略Ｌ字形状のランプカバー７３が配設されている。この
ランプカバー７３の下端部はシャーシ５に固定部材を介
して固定されている。そして、ランプカバー７３の他端
部は略Ｕ字状でＵ字の開口部を下方に向けた形でシャー
シ５に固定した排気ダクト７２に接続されている。
【００６６】さらに、ランプカバー７３の側方にはファ
ン７０ａがランプカバー７３に近接する形で配置されて
いる。なお、シャーシ５のファン７０ａの近傍部には吸
気口６９が形成されている。
【００６７】また、排気ダクト７２の他端部はリアパネ
ル８の近傍に位置し、排気ダクト７２とリアパネル８と
の間にファン７０ｂが排気ダクト７２とリアパネル８に
挟まれる形で配置されている。さらに、リアパネル８に
はファン７０ｂ付近に図示していないスリット状の排気
口が形成されている。
【００６８】また、光源装置１のカバー６のランプ４１
ａ，４１ｂの側方部にはランプ４１ａ，４１ｂより十分
大きな開口が設けてある。その開口部には図１１に示す
ようにランプ交換扉７４がカバー６に対して開閉自在に
取付けられている。
【００６９】また、図１２に示すように光源装置１のカ
バー６とランプ交換扉７４との間の隙間Ｓとランプ４１
ａ，４１ｂとの間を結ぶ仮想線７１ａと仮想線７１ｂに
挟まれる仮想空間６８には、この仮想空間６８より十分
に大きな隙間部遮光板７５が配置されている。
【００７０】さらに、光源装置１の内部のその他のユニ
ットとして内視鏡２に送気を行うためのポンプユニット
６７、スイッチング電源６５、スイッチング電源冷却用
ファン７０ｃ、制御基板６６等より構成されている。
【００７１】次に、上記構成の作用について説明する。
本実施の形態の光源装置１ではランプ切替え機構９が図
１３（Ａ）の状態で、第１のランプ４１ａが光軸上にあ
り点灯している。この状態で第１のランプ４１ａが切れ
て点灯しなくなると、それを制御基板６６が検知し、ラ
ンプ取付部材１３が図１３（Ａ）中で矢印Ａの方向に移
動するようにモータ２６を制御基板６６が動作させる。
【００７２】このとき、最初、ボールネジ２９と共に動
力伝達部材３５だけが回転する。そして、図１０（Ｂ）
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に示すように動力伝達部材３５の突起３４が移動台１８
の突起部３６に高速で突き当たる。その後、動力伝達部
材３５が移動台１８に力を伝達し、移動台１８だけが移
動する。
【００７３】この時、図１３（Ａ）中で右側の第１の弾
性部材１７ａは弾性エネルギーを放出し、他方の第２の
弾性部材１７ｂは蓄積する方向にある。そして、第２の
弾性部材１７ｂの復元力が、ランプ取付部材１３を移動
させるために必要な力より大きくなると、モータ２６の
回転力は固定部材１６からランプ取付部材１３、スライ
ドレール１２へと伝わり、スライドレール１２が動作す
ることでランプ取付部材１３が矢印Ａの方向に移動を始
める。
【００７４】その後、図１３（Ｂ）に示すようにベース
１１の第２の位置決め部１４ｂにランプ取付部材１３の
左側の端面４０ｂが突き当たると、ランプ取付部材１３
は移動を停止する。この時、第２のランプ４１ｂが光軸
上にあり、また第２の位置検出素子３９ｂはＯＦＦのま
ま保持される。
【００７５】さらに、この後も続いて矢印Ａの方向に移
動台１８が第２の弾性部材１７ｂを圧縮しながら移動す
る。そして、図１３（Ｃ）に示すように第２の位置検出
素子３９ｂが移動台１８の台形形状部３８によりＯＮさ
れる。そして、第２の位置検出素子３９ｂの信号は制御
基板６６に送られ、制御基板６６はモータ２６を停止さ
せる。このとき、慣性力を含めモータ２６が完全に停止
するまでの間、移動台１８は第２の弾性部材１７ｂを圧
縮しながら、移動し続ける。なお、第２の弾性部材１７
ｂは圧縮しきらない程度の自由長さを有している。さら
に、モータ２６は第２の弾性部材１７ｂを圧縮するだけ
のトルクを有したものが選定されている。
【００７６】また、ランプ取付部材１３の移動が完了す
ると、電源６５は制御基板６６の命令に基づき、光軸上
にあるランプ（この場合は第２のランプ４１ｂ）のみに
電力を供給する。このとき、第２のランプ４１ｂから発
せられる光はフィルター４５、レンズ４６を介して、内
視鏡取付コネクター４８に接続された内視鏡２に照射さ
れ、体腔内に送りこまれる。一方、第２のランプ４１ｂ
から発せられる光の一部で内視鏡２に照射されず正面パ
ネル７に向かう光は、遮光板５０により遮られる。
【００７７】術者による手技が完了すると、点灯しなく
なった第２のランプ４１ａがランプ取付部材１３の壁面
に沿って上方にスライドさせながら抜取られ、新しいラ
ンプが、同様にランプ取付部材１３の壁面に沿って上方
より取り付けられる。
【００７８】次の手技の為に光源装置１の筐体に電力が
供給されると、どの位置の位置検出素子３９ａまたは３
９ｂがＯＮされているかを制御基板６６が検知し、その
信号に対応したランプ４１ａまたは４１ｂを点灯させる
よう電源６５に制御信号を出力する。これにより、電源
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６５は命令に基づき、光軸上にあるランプ（この場合は
第２のランプ４１ｂ）のみに電力を供給し、第２のラン
プ４１ｂが点灯する。
【００７９】一方、第１のランプ４１ａが断線し、第２
のランプ４１ｂに切り替わっている最中に筐体の電源６
５が切られ、再度電源６５が投入された場合、全ての位
置検出素子３９がＯＦＦしている。この場合、制御基板
６６はあらかじめ設定された優先順位の高いランプ、例
えば第１のランプ４１ａが光軸にくるようにモータ２６
を制御し、第１のランプ４１ａを点灯させる。
【００８０】そこで、上記構成のものにあっては次の効
果を奏する。すなわち、本実施の形態ではランプ取付部
材１３の移動台１８を保持する２つの弾性部材１７ａ，
１７ｂの一方が圧縮された状態で保持されているので、
ランプ切替え機構９のボールネジ２９のバックラッシュ
等のガタでランプ取付部材１３が正規の位置（ベース１
１の位置決め部１４に突き当たった状態）からずれて
も、圧縮された一方の弾性部材１７ａまたは１７ｂの復
元力により押し戻され、常に正規の位置に保持される。
そのため、無駄なくランプ光を内視鏡２に照射すること
ができる。
【００８１】また，制御基板６６がモータ２６に停止信
号を送っても慣性力によりモータ２６はしばらく動作し
ているが、その間の動作を移動台１８が弾性部材１７ａ
または１７ｂを圧縮させながら移動することで吸収して
いるので、モータ２６に過負荷をかけることがない。
【００８２】さらに、ボールネジ２９に動力伝達部材３
５が食い込んでいても、動作時に動力伝達部材３５の突
起３４が移動台１８の突起部３６に高速で突き当たる衝
撃で、食い込みを解除するができる。
【００８３】また、ランプ取付部材１３が正規の位置に
きたと同時、もしくはその後に位置検出素子３９がＯＮ
するように配置することにより、位置検出素子３９がＯ
Ｎしていれば、ランプ取付部材１３は確実に正規の位置
にあるので、光源装置１の筐体に電源６５を投入する際
に、ランプ取付部材１３を正規の位置に移動し直す動作
を行わなずとも常に適切な光量が得られる。
【００８４】さらに、ランプ取付部材１３にランプ反射
鏡の突起部４３に対応した係合凹部４４を設けることに
より、ランプ４１ａ，４１ｂを破損することなく容易に
着脱することが可能である。
【００８５】また、正面パネル７の内視鏡取付コネクタ
ー４８に対応する開口部に遮光板５０を組付けることに
より、不要なランプ光が光源装置１の筐体の外に漏れる
ことがない為、光源装置１の美観が損なわれることがな
い。
【００８６】さらに、すべての位置検出素子３９ａ，３
９ｂがＯＦＦしている場合でも、移動方向に優先順位を
持たせることで不測の事態に対応することが可能であ
る。なお、ランプ点灯切換回路を電源６５内に備え、制
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御基板６６に大電流が流れるものを排除することによ
り、制御基板６６上のノイズに敏感な回路への影響を最
小限にすることができる。
【００８７】また、図１４乃至図１７（Ａ），（Ｂ）は
本発明の第２の実施の形態を示すものである。本実施の
形態は第１の実施の形態（図１乃至図１３（Ａ）～
（Ｃ）参照）の光源装置１のランプ切替え機構９の構成
を次の通り変更したものである。
【００８８】すなわち、本実施の形態では、図１４にお
いて、このランプ切替え機構９の移動部はスライドレー
ル１２と、ランプ取付部材１３と、移動台１８とで構成
され、側面が略Ｚ字形状を成すベース１１にスライドレ
ール１２を介してランプ取付部材１３が取り付けられて
いる。
【００８９】また、ベース１１にはランプ取付部材１３
の移動方向と平行に端面を曲げ起こした２つの位置決め
部１４ａ，１４ｂが形成されている。さらに、ランプ取
付部材１３の底面には雄ネジ１５が上方に突出してお
り、雄ネジ１５に対応する個所に穴が設けられた移動台
１８が締結されている。
【００９０】このランプ切替え機構９の動力部は、２つ
の弾性部材１７ａ，１７ｂと、モータ取付部材２５と、
モータ２６と、継手２８と、ボールネジ２９と、軸受け
取付部材３０と、軸受け３１と、止め輪３２と、動力伝
達部材３５とで構成され、略Ｌ字形状のモータ取付部材
２５に締結されているモータ２６の軸２７は継手２８を
介してボールネジ２９と連結されている。
【００９１】また、ボールネジ２９の他端は、略コの字
形状をした軸受け取付部材３０に圧入された軸受け３１
に挿入されている。さらに、ボールネジ２９は軸受け３
１を挟み込むような形で一方の弾性部材１７ａまたは１
７ｂがある程度圧縮されて取り付けられており、弾性部
材１７の端面部は止め輪３２で固定されている。
【００９２】さらに、ボールネジ２９には、突起３４を
持った動力伝達部材３５が螺合されている。また、移動
台１８の内部空間には動力伝達部材３５の突起３４に対
応する突起部３６が設けられていると同時に、側面は略
Ｕ字状に切り欠かれており、動力部は、移動台１８の内
部空間に動力伝達部材３５が入り込むように設置され、
軸受け取付部材３０がベース１１と締結されている。さ
らに、本実施の形態ではベース１１上にモータスライド
部材５４が固定されている。このモータスライド部材５
４は断面形状が略Ｈ字形状に形成されている。
【００９３】また、モータ取付部材２５の下面には、モ
ータスライド部材５４の形状に対応したスリットが設け
られており、モータスライド部材５４に移動可能に組付
けられている。
【００９４】さらに、移動台１８の下部は上矢視が踏台
形形状部３８を有しており、それに対応したベース１１
の位置に２つの位置検出素子３９ａ，３９ｂが締結され
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ている。また、位置検出素子３９ａ，３９ｂはランプ取
付部材１３の端面が、ベース１１の位置決め部１４ａ，
１４ｂに突き当たる前にＯＮされる位置にあり、制御基
板６６は一方の位置検出素子３９ａまたは３９ｂがＯＮ
してもある一定時間はモータ２６を動作させる。
【００９５】次に、上記構成の本実施の形態の作用につ
いて説明する。本実施の形態ではランプ切替え機構９が
図１６（Ａ）の状態で、第１のランプ４１ａが光軸上に
あり点灯している。この状態で第１のランプ４１ａが切
れて点灯しなくなると、それを制御基板６６が検知し、
ランプ取付部材１３が矢印Ａの方向に移動するようにモ
ータ２６を制御基板６６が動作させる。
【００９６】このとき、最初、ボールネジ２９と共に動
力伝達部材３５だけが回転し、図１０（Ｂ）に示すよう
に動力伝達部材３５の突起３４が移動台１８の突起部３
６に高速で突き当たる。その後、モータ２６とボールネ
ジ２９が、矢印Ｂの方向にスライドする。
【００９７】この時、右側の第１の弾性部材１７ａは弾
性エネルギーを放出し、左側の第２の弾性部材１７ｂは
蓄積する方向にある。ここで、第２の弾性部材１７ｂの
復元力が、ランプ取付部材１３を移動させるために必要
な力より大きくなると、モータ２６とボールネジ２９の
スライドは停止し、モータ２６の回転による動力は、移
動台１８に伝達され、ランプ取付部材１３が矢印Ａの方
向に移動を始める。
【００９８】その後、図１６（Ｂ）に示すように移動台
１８により第２の位置検出素子３９ｂがＯＮされる。こ
の時、ランプ取付部材１３の左側の端面４０ｂはベース
１１の第２の位置決め部１４ｂには突き当たっていな
い。また、制御基板６６ではこの信号を検知し、数ミリ
秒後にモータ２６を停止させる。
【００９９】また、モータ２６が停止するまでの間に、
図１７（Ａ）に示すようにベース１１の第２の位置決め
部１４ｂにランプ取付部材１３の左側の端面４０ｂが突
き当たり、ランプ取付部材１３は移動を停止する。この
時、第２のランプ４１ｂは光軸上にある。その後、矢印
Ｂの方向にモータ２６およびボールネジ２９が第２の弾
性部材１７ｂを圧縮しながら移動し、図１６（Ｂ）に示
す位置でモータ２６が停止する。なお、弾性部材１７
ｂ、１７ａは圧縮しきらい程度の自由長さを有してい
る。
【０１００】これら一連の動作が完了すると、電源６５
は制御基板６６の命令に基づき、光軸上にあるランプ
（この場合は第２のランプ４１ｂ）のみに電力を供給す
る。
【０１０１】そこで、上記構成のものにあっては次の効
果を奏する。すなわち、移動方向に対して動力伝達部材
３５の側面に偏った力が加わると、動力伝達部材３５が
ボールネジ２９に食い込み、動作しなくなる場合がある
が、本実施の形態では移動台１８がランプ取付部材１３
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に直接締結されているので、移動台１８のガタつきがな
く、常に動力伝達部材３５の側面に均等に力を加えるの
で、動力伝達部材３５がボールネジ２９に食い込むこと
により動作しなくなることを回避することができる。
【０１０２】また、図１８乃至図２１は本発明の第３の
実施の形態を示すものである。本実施の形態は第１の実
施の形態（図１乃至図１３（Ａ）～（Ｃ）参照）の光源
装置１のランプ切替え機構９の構成を次の通り変更した
ものである。
【０１０３】すなわち、本実施の形態では、モータ取付
部材２５には、移動台１８の台形形状部３８に相当する
突出部５６が設けられており、２つの位置検出素子３９
ａ，３９ｂがその近辺に取り付けられている。
【０１０４】次に、上記構成の本実施の形態の作用につ
いて説明する。図２０（Ｂ）に示すようにランプ取付部
材１３の一方の端面４０ｂがベース１１の位置決め部１
４ｂに突き当たると、第２の弾性部材１７ｂを圧縮しな
がらモータ２６およびボールネジ２９と共にモータ取付
部材２５がスライドする。このとき、図２０（Ｃ）に示
すように突出部５６により第２の位置検出素子３９ｂが
ＯＮされ、モータ２６の回転が制御基板６６により停止
される。
【０１０５】そこで、上記構成のものにあっては次の効
果を奏する。すなわち、本実施の形態ではランプ取付部
材１３が正規の位置にきた後に位置検出素子３９ｂがＯ
Ｎされるので、位置検出素子３９ｂがＯＮしていれば、
ランプ取付部材１３は確実に正規の位置にあることにな
る。そのため、光源装置１の筐体に電源６５を投入する
際に、ランプ取付部材１３を正規の位置に移動し直すよ
うな動作を行わなずとも常に適切な光量が得られる。
【０１０６】また、図２１乃至図２４は本発明の第４の
実施の形態を示すものである。本実施の形態は第１の実
施の形態（図１乃至図１３（Ａ）～（Ｃ）参照）の光源
装置１のランプ切替え機構９の構成を次の通り変更した
ものである。
【０１０７】すなわち、本実施の形態では、略Ｕ字形状
をしたモータ取付部材２５に締結されたモータ２６の軸
２７に回転部材５７が固定されている。この回転部材５
７は側面に突起５８ａ,５８ｂを有しており、またモー
タ２６の軸２７と同軸をなす円柱５９が設けられてい
る。さらに、２つの板ばね状の弾性部材８１ａ，８１ｂ
が固定されている。
【０１０８】また、図２１に示すように略扇形状を有
し、側面が曲げ起こされているランプ取付部材１３は、
一端に回転部材５７の円柱５９の径より大きな穴６０が
設けられており、円柱５９が通される。この時、２つの
弾性部材８１ａ，８１ｂａは若干圧縮された状態でラン
プ取付部材１３の曲げ起こし部６１ａ，６１ｂに押し当
てられている。
【０１０９】また、穴６０を中心に同一半径にある個所
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にランプソケット６４を介して複数のランプ４１ａ，４
１ｂが設置されており、弾性体よりなるランプ固定部材
４２により固定されている。
【０１１０】さらに、ベース(図示しない)には、位置決
め部材６２ａ，６２ｂと、位置検出素子３９ａ,３９ｂ
と、押し当て部材６３と、モータ取付部材２５とが固定
されており、位置決め部材６２ａ,６２ｂは、ランプ取
付部材１３の曲げ起こし部６１ａ，６１ｂが突き当たっ
た時に、ランプ４１ａ，４１ｂが光軸にくる位置にあ
り、位置検出素子３９ａ,３９ｂは回転部材５７の突起
５８の軌跡上にあり、ランプ取付部材１３の曲げ起こし
部６１ａ，６１ｂが位置決め部材６２ａ,６２ｂに突き
当たる前には、回転部材５７の突起５８ａ，５８ｂによ
りＯＮされない位置に設けられている。また，押し当て
部材６３の側面は略凹部形状を有しており、ランプ取付
部材１３の端面が挿入されている。
【０１１１】次に、上記構成の作用について説明する。
本実施の形態では図２３（Ａ）の状態にあるとき、第１
のランプ４１ａが光軸上にあり点灯している。この状態
でランプ４１ａが切れて点灯しなくなると、ランプ取付
部材１３が矢印Ａの方向に移動するようにモータ２６が
回転する。
【０１１２】最初、モータ２６の回転により回転部材５
７だけが矢印Ａの方向に回転する。この時、第１の弾性
部材８１ａは弾性エネルギーを放出し、第２の弾性部材
８１ｂは蓄積する方向にある。第２の弾性部材８１ｂの
復元力が、ランプ取付部材１３を移動させるのに必要な
力より大きくなると、モータ２６の回転による動力は、
第２の弾性部材８１ｂを経由してランプ取付部材１３に
伝わり、回転部材５７の回転に連動してランプ取付部材
１３が回転する。
【０１１３】そして、図２３（Ｂ）に示すように位置決
め部材６２ｂにランプ取付部材１３の曲げ起こし部６１
ｂが突き当たると、ランプ取付部材１３は回転を停止す
る。この時、第２のランプ４１ｂが光軸上にあり、また
第２の位置検出素子３９ｂはＯＦＦの状態である。
【０１１４】その後、図２３（Ｃ）に示すように回転部
材５７が第２の弾性部材８１ｂを圧縮しながら回転し続
け、突起５８ｂにより第２の位置検出素子３９ｂがＯＮ
されると、モータ２６は停止する。これら一連の動作が
完了すると、電源６５は制御基板６６の命令に基づき、
光軸上にあるランプ(この場合は第２のランプ４１ｂ)の
みに電力を供給する。
【０１１５】そこで、上記構成のものにあっては弾性部
材８１ａ，８１ｂが圧縮された状態にあるので、輸送時
の振動などでランプ取付部材１３が正規の位置(位置決
め部材６２ａ，６２ｂにランプ取付部材１３の曲げ起こ
し部６１ａ，６１ｂが突き当たった状態)からずれて
も、弾性部材８１ａ，８１ｂの復元力により押し戻さ
れ、常に正規の位置に保持されるので、無駄なくランプ
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光を内視鏡２に照射することができる。また、図２４に
示すように、一般的に回転機構の移動幅Ｌ１は直動機構
の移動幅Ｌ２に比べて、移動幅が小さくてすむので、光
源装置１の筐体の小型化が図れる。
【０１１６】さらに、本発明は上記実施の形態に限定さ
れるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種
々変形実施できることは勿論である。次に、本出願の他
の特徴的な技術事項を下記の通り付記する。
記
（付記項１）  複数の光学部品と、前記光学部品を設置
したアクチュエータを動力として移動可能な光学部品取
付部材と、前記光学部品取付部材の位置を検出しアクチ
ュエータを制動させる信号を発生する位置検出素子と、
前記光学部品取付部材の停止位置を決定する位置決め部
を備え、前記光学部品取付部材が自動もしくは半自動
で、あらかじめ規定された位置へ移動可能な機構を有す
る光源装置において、前記光学部品取付部材が規定され
た位置にある時には、弾性エネルギーを蓄えているよう
に弾性部材を配置し、前記光学部品取付部材の位置を保
持する機能を備えたことを特徴とする光源装置。
【０１１７】（付記項２）  前記移動機構が、直動機構
を成し、ボールネジと、それと螺合し前記光学部品取付
部材に動力を伝達する動力伝達部材を備えた光源装置に
おいて、前記動力伝達部材と前記光学部品取付部材との
間に、前記動力伝達部材に嵌挿され、前記光学部品取付
部材とは独立して移動可能な部材と、弾性部材を前記部
材と前記光学部品取付部材とに挟持されるように配置し
たことを特徴とする付記項１の光源装置。
【０１１８】（付記項３）  前記移動機構が、直動機構
を成し、ボールネジと、それと螺合し前記光学部品取付
部材に動力を伝達する動力伝達部材と、軸受けを備えた
光源装置において、弾性部材が前記軸受けの両端を挟
み、前記ボールネジの一端は前記軸受けに挿通して配置
され、アクチュエータと前記ボールネジが連動して前記
ボールネジの軸方向に移動可能に構成されたことを特徴
とする付記項１の光源装置。
【０１１９】（付記項４）  付記項３の光源装置におい
て、アクチュエータがスライドするとその動作に連動し
て動作する部材が設けられ、前記部材によって、位置検
出素子が操作される位置に前記位置検出素子を配置した
ことを特徴とする光源装置。
【０１２０】（付記項５）  ボールネジと、それと螺合
し前記光学部品取付部材に動力を伝達する動力伝達部材
と、前記動力伝達部材に嵌挿される部材を有する直動機
構において、前記動力伝達部材は回転方向に突起が設け
られ、前記部材のそれに対応する個所に突起を設け、ア
クチュエータが始動直後に動力部材が前記ボールネジと
共に回転し、前記部材の突起に衝突するようにしたこと
を特徴とする付記項２～４の光源装置。
【０１２１】（付記項６）  付記項１の光源装置におい
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て、アクチュエータに固定され回動可能な回転部材と、
前記回転部材の回転方向に沿って取り付けられた弾性部
材を有し、前記光学部品取付部材は前記弾性部材と内接
するように配置されたことを特徴とする光源装置。
【０１２２】（付記項７）  複数の光学部品と、前記光
学部品を設置し、アクチュエータを動力として移動可能
な光学部品取付部材と、前記光学部品取付部材の位置を
検出しアクチュエータを制動する信号を発生する位置検
出素子と、前記光学部品取付部材の停止位置を決定する
位置決め部を備え、前記光学部品取付部材が自動もしく
は半自動で、あらかじめ規定された位置へ移動可能な機
構を有する光源装置において、前記光学部品取付部材が
前記位置決め部に接触する前には位置検出素子がアクチ
ュエータを制動する信号を発生しないような位置に前記
位置検出素子を配置したことを特徴とする光源装置。
【０１２３】（付記項８）  複数の光学部品と、前記光
学部品を設置した光学部品取付部材が、アクチュエータ
を動力として自動もしくは半自動で移動可能な機構を有
し、前記複数の光学部品のうち位置検出素子により認識
された光学部品を使用する機能を備えた光源装置におい
て、認識に失敗した場合は、あらかじめ定められた光学
部品を使用するように動作することを特徴とした光源装
置。
【０１２４】（付記項９）  反射鏡と前記反射鏡の開口
端面に突起部を有するランプを備え、前記ランプは光学
部品取付部材の面に沿ってスライドさせながら着脱を行
う構造を有する光源装置において、前記光学部品取付部
材に前記ランプ突起部に対応した凹部を前記ランプの着
脱方向に沿って設けたことを特徴とする光源装置。
【０１２５】（付記項１０）  内視鏡が挿入される開口
部を有した正面パネルと、前記正面パネルと締結され、
内視鏡が接続可能なコネクタと対応する部分に開口が形
成されている板金を有し、前記板金がシャーシに締結さ
れる構造を持つ光源装置において、前記正面パネルの開
口部に遮光板を設けたことを特徴とする光源装置。
【０１２６】（付記項１１）  複数のランプと、前記ラ
ンプに接続され、選択的に電力を供給する切替え回路
と、電源と、低電力で動作する電気回路を備えた光源装
置において、前記切替え回路は前記電源内に設けられ、
前記電気回路が組まれた基板を介さずに前記ランプに接
続されていることを特徴とする光源装置。
【０１２７】（付記項１～１１の従来技術）  医療分野
において、体腔内に細長の挿入部を挿入することによ
り、体腔内の臓器を観察したり、必要に応じて処置具チ
ャンネル内に挿入した処置具を用いて、各種治療や処置
のできる内視鏡が広く用いられている。また、工業分野
においても、ボイラー、タービン、エンジン、化学プラ
ントなどの内部の傷や腐蝕を観察したり、検査すること
のできる工業用内視鏡が広く利用されている。そして、
前記内視鏡を用いて検査・観察を行う際には、内視鏡の
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他に周辺装置として制御装置、光源装置、モニタなどが
必要である。
【０１２８】前記内視鏡は、照明光伝送手段としてファ
イババンドルからなるライトガイドを有し、このライト
ガイドに照明光を供給する光源装置に接続して用いられ
る。
【０１２９】この光源装置は照明手段として、キセノン
ランプ、メタルハライドランプおよびハロゲンランプが
用いられており、これらランプの光をレンズで集光し、
また用途に応じたフィルターを介して前記内視鏡のライ
トガイドに供給するようになっている。ところで、ラン
プが使用中に切れてしまうと観察や処置を継続すること
が不可能となり、またレンズおよびフィルターは目的に
応じて異なり、目的に応じたものでないと、十分な観察
ができない。その為、従来の光源装置では、複数のラン
プやレンズを搭載し、自動あるいは半自動で切り替わる
構造が一般的である。その機構は、（１）実開昭６３－
２６８３５および特開平３－２６７９０８にあるよう
に、ボールネジによる直動で移動させ、マイクロスイッ
チの信号を検出してモータを停止させることで切り替え
たり、（２）特開平９－１０１７４および実公昭５３－
１５３１７にあるように、回転板に複数のランプを搭載
し、モータにより回転板を回転させることで切り替わる
ようになっていた。
【０１３０】このようにランプやレンズを切り替えるこ
とで、観察や処置を継続することが可能であり、完了し
た後、例えば点灯しなくなったランプは交換することに
なる。メタルハライドランプやハロゲンランプには反射
鏡と一体になったものが見られ、これらのランプの取付
構造には、（３）図２５にあるように、１組の弾性部材
ｃでランプを押え込むようになっており、一動作でラン
プを取り付けることが可能である。
【０１３１】ランプ交換後、再度観察や処置を行う為、
筐体に電源を供給すると何れかのランプが点灯するが、
従来技術では、（４）第２６６５７４３号にあるよう
に、前回使用していたランプを記憶部に覚えさせ、その
ランプを点灯させるものや、（５）マイクロスイッチな
ど位置検出素子の信号を読みとり、その信号に対応した
ランプを点灯させるようになっている。
【０１３２】また、ランプ光の一部は前記内視鏡のライ
トガイドに入射されずに、前記正面パネルに投影され
る。その結果、前記光源装置正面パネルの内視鏡接続部
周辺部が光り、美観が損なわれてしまう。この現象を回
避する為の従来の技術としては、（６）正面パネルの裏
側を黒く塗装する方法がとられている。
【０１３３】ところで、観察の途中で前記内視鏡の対物
レンズに汚れが付着し、視界が確保できないことがあ
る。前記光源装置には前記対物レンズの洗浄の為に、送
気・送水用ポンプが搭載されており、前記光源装置の正
面パネルに設けられたコントロールパネルを操作して、
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ＯＮ／ＯＦＦあるいは強弱が制御される。また、前記対
物レンズと対象物との距離によって光量の過不足が起こ
るが、前記光源装置には絞り機構が設けられており、前
記コントロールパネルを操作することで、光量を調整で
きるようにもなっている。このような操作を実現する為
に、前記光源装置には電気回路が搭載されており、一般
的には、（７）前記ランプの点灯回路等、大電流を要す
るものとそうでないものが同じ基板上に構成されてい
る。
【０１３４】（付記項１～１１が解決しようとする課
題）  ・従来技術（１）の問題点は、ボールネジのバッ
クラッシュによりランプが適正位置よりずれてしまい、
また構造上マイクロスイッチは移動台が固定ブロックに
突き当たる前にＯＮするので、実際にランプが適正位置
にあるかどうか認識できず、十分な光量を内視鏡に供給
できない場合があり、また移動部がボールネジとの螺合
部でボールネジに食い込み、動作できない場合があるこ
とである。
【０１３５】・従来技術（２）の問題点は、直流モータ
が保持機能を有しない為に、装置を移動する際の振動な
どにより、ランプが適正位置よりずれてしまい、適切な
照明光を内視鏡に供給できない、またはステッピングモ
ータを使用している為、高価になってしまうことであ
る。
【０１３６】・従来技術（３）の問題点は、ランプ反射
鏡の開口部端面に設けてある突起が、ランプを取り付け
る板金に干渉して割れないようにしながらランプを取り
付ける必要がある為、取付動作が煩雑になってしまうこ
とである。
【０１３７】・従来技術（４）の問題点は、記憶部が記
憶するのに失敗した場合、再び筐体に電源を供給しても
ランプを点灯することができないことである。
【０１３８】・従来技術（５）の問題点は、切り替わる
際、どのマイクロスイッチもＯＮされていない状態が存
在し、その状態で筐体の電源を遮断し、再投入してもラ
ンプを点灯することができないことである。
【０１３９】・従来技術（６）の問題点は、塗装の際、
パネル正面およびネジ部等、塗装禁止部分をマスキング
する必要があり、コスト高になることである。
【０１４０】・従来技術（７）の問題点は、大電流を要
する回路はノイズを発生しやすく、また電流をそれほど
必要としない回路はノイズの影響を受けやすい。その両
者が同じ基板上に存在する為に、ノイズ対策を施す必要
があり、コスト高となることである。
【０１４１】（付記項１～３および付記項６の目的）ボ
ールネジのガタや筐体移動時に振動が加わっても、位置
ずれを起こさず、常に適正な位置に保持することであ
る。
【０１４２】（付記項４および付記項７の目的）ランプ
が確実に適正位置にあることを認識できるようにするこ
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とである。
【０１４３】（付記項５の目的）ボールネジに食い込ん
でもそれを解除できることである。
【０１４４】（付記項８の目的）切換動作において不測
の事態がおきても、確実にランプを点灯させることであ
る。
【０１４５】（付記項９の目的）ランプ着脱の際、ラン
プ反射鏡の突起が干渉せず、容易にランプを着脱できる
ことである。
【０１４６】（付記項１０の目的）安価な構造で正面パ
ネルヘの光の透過を防ぐことである。
【０１４７】（付記項１１の目的）低コストでノイズに
よる影響を少なくすることである。
【０１４８】（付記項１～３および付記項６の作用）ラ
ンプやフィルター等を切り替える際、弾性部材を圧縮
し、弾性エネルギーを蓄えることで、ガタや輸送時の振
動による位置ずれを生じることがなく、常に規定位置に
保持できることである。
【０１４９】（付記項４および付記項７の作用）移動部
が位置決め部に突き当たり、規定位置まで移動した後
に、位置検出素子がＯＮされるように配置することで、
位置検出素子がＯＮしていれば、移動部は確実に規定の
位置にあることになり、筐体に電源を投入する際に、移
動部の位置を再確認するような動作を行なう必要がな
く、筐体起動時の制御が容易になることである。
【０１５０】（付記項５の作用）動作する際、ボールネ
ジと螺合する動力伝達部材が、移動台に回転方向から高
速で突き当たることで、食い込みを解除することができ
ることである。
【０１５１】（付記項８の作用）使用するランプ等の部
品に優先順位を持たせ、位置検出素子がＯＮされていな
い場合でも、あらかじめ定められた部品を使用するよう
に切り替わることにより、不測の事態に対応できること
である。
【０１５２】（付記項９の作用）ランプを取り付ける部
材に、ランプ反射鏡の突起部に対応した凹部を設けるこ
とにより、ランプを破損することなく容易に着脱できる
ことである。
【０１５３】（付記項１０の作用）正面パネルのスコー
プ取付コネクターに対応する開口部に遮光板を組付ける
ことにより、安価な構造で不要なランプ光が筐体の外に
漏れないようにできることである。
【０１５４】（付記項１１の作用）ランプ点灯切換回路
を電源内に備え、制御基板に大電流が流れるものを排除
することにより、制御基板上のノイズに敏感な回路への
影響を最小限に抑えることができることである。
【０１５５】（付記項１の効果）  付記項１記載の構成
によると、従来技術の有する、ガタおよび輸送時の振動
に対してランプ位置を保持できない、あるいは保持機能
を有するモータを使用することで高価になるという問題
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を、弾性エネルギーを蓄える構造にすることで解決する
ことができ、常に規定位置に保持できる。またランプが
規定位置に来た後のモータの余剰動作を移動台のみが移
動することで吸収するので、モータに過負荷を与えない
という特有の効果が得られる。
【０１５６】（付記項７の効果）  付記項７記載の構成
によると、従来技術の有する、ランプが適正な位置にあ
るかどうか認識できず、能力を十分に発揮できないとい
う問題を、規定位置まで移動した後に、位置検出素子が
ＯＮされるように配置することで解決することができ、
筐体に電源を投入する際に、移動部の位置を再調整する
ような動作を行なう必要がない。
【０１５７】（付記項８の効果）  付記項８記載の構成
にすると、使用するランプ等の部品に優先順位を持た
せ、位置検出素子がＯＮされていない場合でも、あらか
じめ定められた部品を使用するように切り替わることに
より、不測の事態に対応することが可能である。
【０１５８】（付記項９の効果）  付記項９記載の構成
によると、従来技術の有する、ランプを取り付ける際、
ランプ反射鏡の突起部がランプを取り付ける部材に干渉
しないよう注意を要し、ランプの交換が煩雑であるとい
う問題が、上記ランプ反射鏡の突起部に対応した凹部を
ランプが取り付けられる部材に設けることで解決され、
ランプを破損することなく容易に着脱することができ
る。
【０１５９】（付記項１０の効果）  付記項１０記載の
構成にすると、安価な構造で不要なランプ光が筐体の外
に漏れないようにすることができる。
【０１６０】（付記項１１の効果）  付記項１１記載の
構成にすると、低コストで制御基板上のノイズに敏感な
回路への影響を最小限に抑えることができる。
【０１６１】
【発明の効果】請求項１の発明によれば、従来技術の有
する、ガタおよび輸送時の振動に対してランプ位置を保
持できない、あるいは保持機能を有するモータを使用す
ることで高価になるという問題を、弾性エネルギーを蓄
える構造にすることで解決することができ、常に規定位
置に保持できる。またランプが規定位置に来た後のモー
タの余剰動作を移動台のみが移動することで吸収するの
で、モータに過負荷を与えないという特有の効果が得ら
れる。
【０１６２】請求項７の発明によれば、従来技術の有す
る、ランプが適正な位置にあるかどうか認識できず、能
力を十分に発揮できないという問題を、規定位置まで移
動した後に、位置検出素子がＯＮされるように配置する
ことで解決することができ、筐体に電源を投入する際
に、移動部の位置を再調整するような動作を行なう必要
がない。
【０１６３】請求項８の発明によれば、使用するランプ
等の部品に優先順位を持たせ、位置検出素子がＯＮされ
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ていない場合でも、あらかじめ定められた部品を使用す
るように切り替わることにより、不測の事態に対応する
ことが可能である。
【０１６４】請求項９の発明によれば、従来技術の有す
る、ランプを取り付ける際、ランプ反射鏡の突起部がラ
ンプを取り付ける部材に干渉しないよう注意を要し、ラ
ンプの交換が煩雑であるという問題が、上記ランプ反射
鏡の突起部に対応した凹部をランプが取り付けられる部
材に設けることで解決され、ランプを破損することなく
容易に着脱することができる。
【０１６５】請求項１０の発明によれば、安価な構造で
不要なランプ光が筐体の外に漏れないようにすることが
できる。
【０１６６】請求項１１の発明によれば、低コストで制
御基板上のノイズに敏感な回路への影響を最小限に抑え
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の第１の実施の形態の光源装置を組み
込んだ内視鏡システム全体の概略構成を示す斜視図。
【図２】  第１の実施の形態の光源装置の内部構成を示
す横断面図。
【図３】  図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線断面図。
【図４】  第１の実施の形態の光源装置におけるランプ
切替え機構の分解斜視図。
【図５】  第１の実施の形態の光源装置における正面パ
ネルの分解斜視図。
【図６】  第１の実施の形態の光源装置の内部構成を示
す後ろ斜視図。
【図７】  第１の実施の形態の光源装置における光学系
の横断面図。
【図８】  第１の実施の形態の光源装置におけるランプ
ケーブルの引き回しを示したランプ切替機構の後ろ斜視
図。の縦断面図。
【図９】  第１の実施の形態の光源装置で用いられてい
る反射鏡を有するランプの斜視図。
【図１０】  第１の実施の形態の光源装置のランプ切替
え機構における移動台を示すもので、（Ａ）は移動台の
正面図、（Ｂ）は移動台の縦断面図。
【図１１】  第１の実施の形態の光源装置におけるラン
プ交換扉を開けた状態を示す横断面図。
【図１２】  第１の実施の形態の光源装置におけるラン
プとランプ交換扉と筐体カバーの位置関係を示す概略構
成図。
【図１３】  第１の実施の形態の光源装置におけるラン
プ切替え動作を示すもので、（Ａ）は第１のランプが光
軸上にあり点灯している状態を示す概略構成図、（Ｂ）
はベースの位置決め部にランプ取付部材の端面が突き当
たった状態を示す概略構成図、（Ｃ）は位置検出素子が
移動台の略台形部によりＯＮされた状態を示す概略構成
図。
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【図１４】  本発明の第２の実施の形態の光源装置にお
けるランプ切替え機構の分解斜視図。
【図１５】  第２の実施の形態の光源装置の内部構成を
示す後ろ斜視図。
【図１６】  第２の実施の形態の光源装置におけるラン
プ切替え動作を示すもので、（Ａ）は第１のランプが光
軸上にあり点灯している状態を示す概略構成図、（Ｂ）
は移動台により位置検出素子がＯＮされた状態を示す概
略構成図。
【図１７】  （Ａ）は第２の実施の形態の光源装置にお
けるベースの位置決め部にランプ取付部材の端面が突き
当たり、ランプ取付部材が停止した状態を示す概略構成
図、（Ｂ）は矢印Ｂの方向にモータおよびボールネジが
弾性部材を圧縮しながら移動し、モータが停止した状態
を示す概略構成図。
【図１８】  本発明の第３の実施の形態の光源装置にお
けるランプ切替え機構の分解斜視図。
【図１９】  第３の実施の形態の光源装置の内部構成を
示す後ろ斜視図。
【図２０】  第３の実施の形態の光源装置におけるラン
プ切替え動作を示すもので、（Ａ）はランプ取付部材の
端面がベースの第１の位置決め部に突き当たる状態を示
す概略構成図、（Ｂ）はランプ取付部材の端面がベース
の第２の位置決め部に突き当たる状態を示す概略構成
図、（Ｃ）は弾性部材を圧縮しながらモータおよびボー*
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*ルネジと共にモータ取付部材がスライドし、突出部によ
り位置検出素子がＯＮされた状態を示す概略構成図。
【図２１】  本発明の第４の実施の形態の光源装置にお
けるランプ切替え機構の分解斜視図。
【図２２】  第４の実施の形態の光源装置におけるラン
プ切替え機構の組み付け状態を示す後ろ斜視図。
【図２３】  第４の実施の形態の光源装置におけるラン
プ切替え動作を示すもので、（Ａ）は第１のランプが光
軸上にあり点灯している状態を示す概略構成図、（Ｂ）
は位置決め部材にランプ取付部材の曲げ起こし部が突き
当たり、ランプ取付部材が回転を停止した状態を示す概
略構成図、（Ｃ）は突起により位置検出素子がＯＮさ
れ、モータが停止した状態を示す概略構成図。
【図２４】  第４の実施の形態の光源装置における回転
機構の移動幅と直動機構の移動幅とを比べた状態を説明
するための説明図。
【図２５】  従来の光源装置におけるランプをランプ保
持部に取り付ける作業を説明するための要部の斜視図。
【符号の説明】
１    光源装置
９    ランプ切替え機構
１３    ランプ取付部材（光学部品取付部材）
１７ａ，１７ｂ    弾性部材
１８    移動台

【図１】 【図２】
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